
（別紙３）

～ R8年　2月　20日

（対象者数） 45 （回答者数）29

～ R8年　2月　20日

（対象者数） 6 （回答者数）6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

引き続き、「楽しい」「来てよかった」と思えるような活動

を取り入れる中で、放課後等デイサービスに通うことが楽し

く思えるような環境作りをしていきます。

2

引き続き、HUGや送迎時などを介して、日頃のご様子をお

伝えし、ご家庭での支援が充実していけるような取り組みに

努めます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

職員同士で会議を行い、危ない箇所・改善点を上げて

いきながら、お子様が安全に過ごせれる環境作りを行ってい

きます。

2

保護者様の意見をお聞きしながら、茶話会やごきょうだい

で参加していただけるイベントを開催していきたいと思いま

す。

3

イベントでの療育

今年も様々なイベントを開催し、他の施設も沢山利用させて

頂きました。

また、料理イベントは利用者様や保護者の皆様からも特に要

望が多く、作る過程で大切な事・必要な物などの経験が出来

ました。

○事業所名 株式会社やまと 放課後等デイサービスまなび家早島

○保護者評価実施期間
R8年　1月　10日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
R8年　2月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　3月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

新しいシステム導入による連携活動

前年度まで使用していたwebsystemから変更し、HUGとい

うツールアプリを使用しています。HUGからはこれまで通

り、来所時間や日頃の様子を確認できるだけでなく、メッ

セージ機能も搭載されているため、これまで以上に情報共有

が気軽にできる様になっています。

必要に応じて個別対応

集団活動だけでなく、必要に応じて個別面談・個別支援も

行っております。

特に高学年では、進路の時期になると方向性や利用者様に必

要なことを一緒に考え、自立に向けた取り組みを図っていま

す。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

バリアフリー化 既存の建物であるため、バリアフリー化が難しいです。

きょうだい支援 個別に保護者の方のご相談は丁寧に対応していますが、保護

者同士の交流、ごきょうだいに対しての支援は、現在出来て

おりません。

事業所における自己評価総括表公表


